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　11月に入ると、百
も ず
舌鳥のはやにえが見られる。

　はやにえとは百
も ず
舌鳥が捕まえた昆虫やトカゲ

を木の枝に刺したものをいう。ムカデや大きい
ものでは小さなネズミを刺してあるのを見たこ
とがある。百

も ず
舌鳥がはやにえを作るのは、冬の

貯蔵食だという説がある。早春の繁殖期の前に
食べることで、声を魅力的にするためとの説も
ある。刺してすぐに半分ぐらい食べられたはや
にえを見たこともある。枝に刺して食べやすく
するという可能性もある。そして、刺されたま
まそのままにされているはやにえも多いよう
だ。忘れてしまうのだろうか。
　はやにえが良く見られるのは田んぼの脇など
で、さまざまな木に見られるが、ニセアカシア
の木には棘が多く、獲物を差しやすいので多く
のはやにえを見ることができる。

百
も ず

舌鳥のはやにえ第39 回第 39 回

小山敬三記念 小諸公募展小山敬三記念 小諸公募展

問　市立小諸高原美術館・白鳥映雪館　☎ 26-2070

　第 39 回小山敬三記念小諸公募展「入賞・入選作
品展」を開催中です。本展では、浅間山、千曲川、
小諸及びその周辺を題材とした具象風景画の作品
144 点を展示しています。歴代大賞受賞者の作品も
あわせて紹介し、自然の移ろいを感じる見ごたえの
ある風景画が一堂に集結しています。芸術の秋のひ
とときを、ぜひ美術館でお過ごしください。

▶主な賞
　小山敬三記念大賞、長野県知事賞
　小諸市長賞、小諸市教育長賞 など
▶入館料　一般 500 円 / 小中学生 250 円
▶表彰式　11/3（祝・月）  14:00 ～
　※ 11/3 の一般の方の入館は午前中のみと
　　なります。
▶ 11月の休館日
　 11/4 ㈫、10㈪、17㈪、24㈪
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展示期間 11/23 ㈰まで
【写真】昨年の公募展会場の様子

好評開催中好評開催中

【写真】獲物はニセアカシアに刺されたイナゴ


